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1  総則 

1.1  適用範囲 

 この仕様書は，航空自衛隊で保有するＥ－７６７航空機用電源車の発動発電機の性能測定に使

用する発動発電機負荷試験装置（以下，“本装置”という。）について規定する。 

1.2  用語及び定義 

 この仕様書で用いる主な用語の定義は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 1.2 による。 

1.3  引用文書等 

1.3.1  引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部

をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合（法令等を除く。）は，

この仕様書に定める内容が優先する。 

a) 規格 

ＮＤＳ Ｃ ０００２      地上用電子機器規則 

ＭＩＬ－Ｃ－７９７４      CABLE ASSEMBLIES AND ATTACHABLE PLUGS,EXTERNAL  

ELECTRIC POWER,AIRCRAFT 

b) 仕様書 

ＤＳＰ  Ｄ  ６００２      けん引車，航空機用 

ＤＳＰ Ｚ ９００８      品質管理等共通仕様書 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１    航空機用機器工具一般共通仕様書 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７    調達品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

航空自衛隊の立入制限場所への立入手続等に関する達（昭和５７年航空自衛隊達第５号） 
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1.3.2  関連文書 

 ＩＴ利用装備品等及びＩＴ利用装備品等関連役務の調達におけるサプライチェーン・リスクへ

の対応について（通知）（装管調第８０７号 令和３年１月２１日） 

  Ｊ．Ｔ．Ｏ．３５Ｃ１－２－１０２－１ 

2  製品に関する要求 

2.1  設計条件 

 設計条件は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 2.2 及びＮＤＳ Ｃ ０００２の 2 によるほか，

次による。 

a) 整備性に優れ，維持整備が容易であり，特別な教育を必要としない。 

b) 整備に特殊な器材及び工具を必要としない。 

c) 部品の入手が容易で，長期にわたり確保でき，継続して部品取得が可能である。 

2.2  構成 

構成は，表１よる。 

表１－構成 

名称 数量 単位 

きょう体 １ ＥＡ 

計測操作盤 １ ＥＡ 

負荷試験装置 １ ＥＡ 

台車 １ ＥＡ 

制御電源用ケーブル １ ＥＡ 

2.3  材料・部品 

 材料及び部品は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 2.3 及びＮＤＳ Ｃ ０００２の 3.1 及び 3.

2 による。 

2.4  加工方法 

 加工方法は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 2.4 及びＮＤＳ Ｃ ０００２の 3.3 による。 

2.5  構造・形状・寸法・質量 

2.5.1  構造・形状 

 構造及び形状は次によるほか，図１を基準とし，細部は承認図面による。 

a) きょう体 きょう体は，形鋼フレームに鋼板を溶接又はボルト締めにより取り付けたもの

で，けん引方向の右側側面に計測操作盤，内部に負荷試験装置を収納できる構造とし，上部

４か所に送致の吊り上げ用金具を取り付ける。 

b) 計測操作盤 計測操作盤は，この装置の制御に必要な計測器，表示灯及びスイッチ類を有し，

表２による。 

表２－計測操作盤 

名称 数量 単位 備考 

高圧電圧計 １ ＥＡ 0 V～300 V  400 Hz 

交流電流計 １ ＥＡ 0 A～1 200 A  400 Hz 

周波数計 １ ＥＡ 380 Hz～420 Hz 

単相電力計 １ ＥＡ 0 kw～120 kw  400 Hz 
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表２－計測操作盤（続き） 

単相力率計 １ ＥＡ 0.5 LEAD～1 ～0.5 LAG 

電圧計切換器 １ ＥＡ － 

電力計，電流計，力率計切換器 １ ＳＥ － 

積算時間計 １ ＥＡ － 

制御電源表示灯 乳白色 １ ＥＡ － 

ファン運転表示灯 乳白色 １ ＥＡ － 

負荷試験中表示灯 １ ＥＡ － 

負荷加熱表示灯 赤色 １ ＥＡ － 

主回路ＯＮ／ＯＦＦスイッチ １ ＥＡ － 

制御電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ １ ＥＡ － 

ファン用スイッチ １ ＥＡ － 

警報停止スイッチ １ ＥＡ － 

故障リセットスイッチ １ ＥＡ － 

電圧測定端子 １ ＳＥ － 

電流測定端子 １ ＳＥ － 

抵抗負荷調整器 １ ＳＥ － 

抵抗負荷設定スイッチ １ ＳＥ － 

誘導負荷調整器 １ ＳＥ － 

誘導負荷設定スイッチ １ ＳＥ － 

c) 負荷試験装置 負荷試験装置は，きょう体内部に収納され，Ｅ－７６７用電源車の発動発電

機の性能測定に必要な負荷等を有し，表３による。 

表３－負荷試験装置 

名称 数量 単位 備考 

抵抗負荷 １ ＳＥ － 

誘導負荷 １ ＳＥ － 

配線用遮断器 １ ＳＥ － 

補助継電器 １ ＳＥ － 

変流器 １ ＳＥ － 

ファン １ ＳＥ － 

サーモスタット １ ＳＥ － 

ヒューズ １ ＳＥ － 

レセプタクル ４ ＥＡ ＭＩＬ－Ｃ－７９７４による。 

警報ブザー １ ＥＡ － 

d) 台車 台車は，きょう体，計測操作盤及び負荷試験装置を積載する強度を有する構造で，Ｄ

ＳＰ Ｄ ６００２の表１に示す４ｔ以下のけん引車により移動および方向転換が可能な折

り畳み式トーバーを有し，手動レバー式ブレーキにより制動及び駐車が可能とする。 

2.5.2  寸法・質量 

 本装置の寸法及び質量は，表４によるものとし，細部は，承認図面による。 
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表４－寸法・質量 

最大寸法 a) mm 
最大質量 Kg 

全長 全幅 全高 

3 600 1 700 2 000 4 000 

注 a) トーバー及び突起物を除く。 

2.6  機能・性能 

2.6.1  全般 

 本装置は，情報の漏えいもしくは破壊又は機能の不正な停止，暴走その他の障害等のリスク

〔未発見の意図せざる脆弱性を除く。（以下，“障害等リスク”という。）〕が潜在すると契約の相

手方が知り，又は知り得べきソースコード，プログラム，電子部品，機器等（以下，“ソースコ

ード等”という。）の埋込み又は組込み，その他官側の意図せざる変更が行われてはならない。 

2.6.2  機能 

 機能は，次による。 

a) Ｅ－７６７用電源車の発動発電機の次の性能測定を可能とする。 

1) 負荷容量 

2) 電圧 

3) 電流 

4) 周波数 

5) 力率 

b) 負荷試験装置内の温度が規定値以上に上昇すると，サーモスタットが作動し，負荷加熱表示

灯が点灯して警報ブザーを発するとともに，主回路を開き，負荷と被試験機を切り離す機能

を有する。 

2.6.3  性能 

 性能は，次による。 

a) 負荷性能 

1) 定格負荷容量 281 kVA連続 

 2) 過負荷容量  125% 負荷 5分間 

 3) 連続負荷時，冷却風出口の空気温度が 100 ℃を超えない。 

b) 定格電圧    AC 115 V/200 V 

c) 周波数     400 Hz 

d) 相数      3相 4線 

e) 力率      0.8 LAG 

f) 負荷冷却    空冷 

g) 制御用電源（支給電源） 

 1) 定格電圧   AC 100 V 

 2) 周波数    50 Hz/60 Hz 

h) 耐電圧性能 ＮＤＳ Ｃ ０００２の 2.3.2 を満足させる。 

2.7  表面処理 

 表面処理は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 2.6 による 
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2.8  製品の表示 

 製品の表示は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 2.7 による。 

なお，銘板の種類は１種銘板とする。 

2.9  品質管理 

 品質管理は，次による。 

a) 品質管理は，ＤＳＰ Ｚ ９００８によるものとし，要求事項はＤＳＰ Ｚ ９００８の表

１の c による。 

b) 本装置は，障害等リスクが潜在すると契約の相手方が知り，又は知り得べきソースコード等

の埋込み又は組込みその他官側の意図せざる変更が行われない相応の管理その他の契約の

相手方（下請負者，再委託先等を含む。）による適正な品質管理の下で製作されたものであ

って，その品質を保証されなければならない。 

3  品質保証 

3.1  製品試験 

製品試験は，2.6 の機能及び性能を満足していることを確認する。その際，Ｅ－７６７用電源

車を用いて，ＴＯに基づき実施する。 

3.2  監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領により実施する。 

4  出荷条件 

出荷条件は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｂ９９００１の 3 による。 

5  その他の指示 

5.1  提出書類 

 提出書類は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1 基づき，次の書類を提出する。 

a) 類別原資料 

b) 取扱説明書（会社刊行技術資料） 

c) 特定化学物質等の資料 

d) 貴金属等管理資料 

5.2  貸付品 

契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.2.2 a)により，表５に示す貸付品について，

無償で貸付けを受けることが可能である。また，表５に示す貸付品のほか，本契約の履行に際し

て官側が保有する器材等の貸付けを必要とする場合には，官側と事前調整の上，官側が必要と認

めた場合，無償で貸付けを受けることが可能である。 

 なお，使用に当たっては必要な整備を行う。 

表５－貸付品 

番号 名称 部品番号 数量及び 

単位 

担任補給処 貸付及び 

返納場所 

１ Ｅ－７６７用 

電源車 

ＧＰＡ－ＡＥ６３ 

－１ 

１ＥＡ 第４補給処 浜松基地及び 

契約相手方工場 

5.3  貸付文書 

契約相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.2.2 b)により，表６に示す文書等の貸付けを受

けることが可能である。また，表６に示す文書等のほか，本契約の履行に際して，官側が保有す
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る文書等の貸付が必要となる場合には，契約の相手方は官側と調整の上，官側が必要と認めた場

合，貸付け又は閲覧することが可能である。 

表６－貸付文書 

5.4  附属品・予備品 

附属品及び予備品は，表７及び表８による。 

表７－附属品 

品名 数量 単位 備考 

検相器 １ ＥＡ － 

表８－予備品 

品名 数量 単位 備考 

ヒューズ １ ＳＥ － 

5.5   承認用図面 

契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，次の承認用図面を作成の上，提出

し，承認を受けなければならない。 

a) 外形図 

b) 配置図 

c) 計測操作盤盤面図 

d) 銘板図 

5.6  装備品等不具合報告（ＵＲ）対策 

 装備品等不具合報告（ＵＲ）対策は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.4 による。 

5.7  技術変更提案（ＥＣＰ） 

 技術変更提案（ＥＣＰ）は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.7 による。 

5.8  立入制限場所への立入 

 契約の相手方は，部隊等の長が定めた立入制限場所へ立ち入る必要がある場合は，航空自衛隊

の立入制限場所への立入手続等に関する達の定めるところにより，立入りを許可された者でなけ

ればならない。 

5.9  官側における支援 

 契約の相手方は，製品試験を実施するにあたり，官側の支援が必要な場合は，次の事項につい

て，官側と調整するものとする。官側が必要と認めた場合，官側の支援を無償で受けることが可

能である。この場合，官側と事前に調整した後，速やかに申請する。 

a) 官側が保有する器材等の使用 

b) 官側における搬入機器の保管及び作業のための施設提供 

c) 官側における電気及び水の使用 

d) その他，官側が認めた事項 

5.10 仕様書の疑義 

契約の相手方は，この契約の履行に当たり，本仕様書に対して疑義を生じた場合は，契約担当

官等を通じて速やかに官側と協議する。 

番号 名称 ＴＯ番号 数量及び単位 

１ 部品表付操作及び整備指令

－電源車 

Ｊ．Ｔ．Ｏ．３５Ｃ１－２－

１０２－１ 

１ＢＫ 
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